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【動機】         

私は、7 年間野球をやっていて、母がいつも練習着を洗ってくれていた。その様子を見ていた時、汚れ

によって洗剤を変えていることに気づいた。各汚れの洗剤を調べたところ、墨汁用は売られていなかった。

そこで、去年の研究を応用し、墨汁用洗剤を作るための条件や汚れと洗剤の関係を調べようと思った。 

【方法】         

 汚れと洗剤の表面張力や接触角を測定し、その汚れと洗剤が布に染み込むまでの面積と時間の測定値と

どのような関係があるのかを調べた。これは、去年の研究で表面張力と汚れの関係が明らかになったため

に、洗剤と汚れの関係も表面張力や接触角の測定によって示せるのではないかと思ったからである。 

【結果】         

各液佒が布に染み込むまでの時間と汚れの関係や、液佒が布に染み込むまでの時間と面積をかけた値と、

汚れと洗剤の関係に相関性があると分かった。また、液佒が布に染み込むまでの時間と面積をかけた値と、

その液佒のプラスチックに対する接触角は比例関係にあると分かった。 

【まとめ】         

①墨汁用洗剤は、表面張力がおよそ 48mN/m でなければならない。 

②接触角と布に染み込む時間をかけた値で、汚れと洗剤の性質を分類できる。 

③プラスチックに対する各液佒の接触角の近似値は液佒が布に染み込むまでの時間と面積をかけた値×

10 の４乗で求められる。 

の３つが考察できた。  

【展望】         

・表面張力を約 48mN/m まで落とす工夫をすれば、墨汁が落ちる洗剤を作れる。 

・②の分類により、汚れごとの効率的な洗濯法を見つけることができる。 

・高価な接触角測定器がなくても③を駆使して、防水加工によってはじくことのできる液佒を調べる時

や、防水スプレーの効能を調べる時などに応用できる。 


